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③こもれびゾーン 

◆ 第２回ワークショップの内容  
第２回目のワークショップでは、西岡公園の立地条件

や利用者のニーズ等について説明をした上で、将来に向

けて公園で残すべきところ、少し手を加えるところ、将

来を見据えて改善するところなど、ゾーニング図にまと

め提案をしました。 

エントランスゾーン（全景） 
 

新しい橋 

１）西岡公園の立地条件から 
  西岡公園は、都市と接する自然の玄関口となる公園

で、入口や駐車場周辺は、市民が集いやすく、安全で安

心して使える快適な施設整備をする必要があります。 

但し、公園の奥(南部)は自然が残る西岡公園の特徴を

維持するため、施設類の整備は抑える方針としています。 
 

２）利用のニーズ 
  北海道大学で行った西岡公園に関するアンケート調

査から、駐車場不足やトイレの改善、施設の老朽化対策、

バリアフリー対応等、誰もが自然と親しむことができる
よう玄関口(エントランス)の整備が求められています。 
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※写真：橋の架け替えについて 
  １回目のワークショップでは、橋の架け替え場所について議論

をしましが、今回は具体的に架け替えの候補地として、樹木の少な

い場所を選び、皆さんと現地で意見交換をしました。 
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３）再整備の方針  
① エントランスゾーン 

市民が安全で快適に公園に訪れることができるよう、駐車場の増設を

はじめ、トイレ、案内板、バリアフリー園路等の充実をはかります。  

②はらっぱゾーン 
  西岡公園で唯一の広場空間であり、小さな子どもから高齢者、そして

障害のある方でも草原で楽しく過ごすことができるようにします。  

② こもれびゾーン 
今も散策やイベント等で市民に活用されている疎林の空間で、老朽

化したベンチ等を更新し、より快適な利用ができるようにします。  

③ 樹林ゾーン 
  観察の場として今の自然状態を維持します。なお、倒木や危険木処理

の対処のため、管理用車両の通行や樹林の手入れは行います。  
④ 水辺ゾーン 
  市内でも希少な自然の小川にふれられる水辺空間であり、草木が減

った部分に植栽を補うなど、緑豊かな水辺を維持します。 
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